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第 4 章では，動的無偏光性の新しい評価法として 2 次の自己相関関数 g(2)(τ)を利用する方法を提案し，それを
実証した． g(2)(τ)は光源の光強度の自己相関であり，Hanbury Brown-Twiss の干渉計と呼ばれる干渉計によっ
て測定する．その測定系は光源を無偏光ビームスプリッタで分岐し，そのそれぞれを単一光子検出器で検出し，
片方の検出器からの信号に電気的な遅延をつけた状態で 2 つの検出器からの光子検出パルスの時間間隔τを解析
し，τに対するヒストグラムを得ることで 2 次の自己相関関数 g(2)(τ)を求めるものである．古典光においては
g(2)(τ=0) ≥ 1となるバンチングを示すが，単一光子などの非古典光においてはg(2)(τ=0) < 1となるアンチバンチン





スに偏光子をH 偏光またはV 偏光の設定で挿入した状態で g(2)(τ)を測定した．一方の偏光子設定を i，もう一方







るために，強度偏光相関関数C(τ) ≡ [g(2)HH(τ)+g(2) VV(τ)-g(2)HV(τ)-g(2)VH(τ)] / [g(2)HH(τ)+g(2) VV(τ)+g(2)HV(τ)+g(2)VH(τ)]と
いう関数を考案した．この関数は，光源が完全に正の動的偏光相関を有する場合は+1となり，完全に負の動的偏
光相関を有する場合は-1となり，完全に動的偏光無相関の場合は0となる関数である．[111]方向のNV中心から
の発光に対して測定した g(2)ij(τ)から計算したC(τ)の値は，平均0.0008，標準偏差 0.0206 とほとんど完全な動的
無相関となった．これらの結果によって，[111]方向のNV中心からの発光はアンチバンチングを示す単一光子状
態であり，かつそれが動的偏光無相関の発光となっていることを実証することができた． 
第5章は結論であり，本研究の成果を総括し，今後の課題，展望を述べた．本研究によって，[111]方向NV中
心からの単一光子発光は静的にも動的にも理想的な無偏光状態にあることが明らかとなった．特に，量子光学的
な動的無偏光性の評価法は本研究において初めて確立したものである．この無偏光状態にある単一光子は，完全
混合状態に対する量子測定の誤差・擾乱関係等の量子論の基礎問題の検証や無偏光状態を用いた真性乱数発生な
どの工学応用への発展等，多くの応用が期待できる．  
 
